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❖草津川跡地公園駐車場の 1 時間無料化について 

4月から公園利用の有無に関わらず、駐車後 1時間に限

り無料化されます。平成 29年度の免除額は約 2千万

円。無料化は多くの方が歓迎されることですが、実施

には明確な戦略目標が必要です。市は 4 月より手数料・

施設使用料等の実質値上げを行います。また、福祉の

切り捨てが進む中での安易な無料化には反対いたしま

した。その理由として・・・ 

①原則利用者が負担すべき  

②市民負担の公平性がない  

③無料化する前に増客対策すべき 等々  

市は原則都市公園駐車場を無料としていますが、野村

体育館、野路公園等新たな公園の整備・計画が進めら

れており、都市化が進む草津市においては、これまで

の既成概念にとらわれずに、現状に合った考え方を取

り入れなければなりません。安易な無料化は、私たち

の子や孫に負担を押し付けることになります。 

 

❖公共施設の申込受付期間を前倒しすべき 

新年度より、草津川跡地公園内の施設利用申し込み受付

開始を、3ヶ月前から 1年前と前倒しされます。広域な

利用されている他の施設においても、利用促進・イベ

ント内容の充実を図るために、市民の希望にそって受

付期間の前倒しが必要です。 

Q.質問 草津川跡地公園施設の利用申し込み受付開始を

1年前からの予約を可能とした目的について。 

A.答弁 早く申込できることで、イベントの準備や周知

に時間が確保でき、より多くの利用、イベント開催可

能となる。結果、周辺のにぎわいの創出につながる。 

Q.質問 クレアホール・アミカホールはすでに 1 年前か

ら可能。比較的広域利用されている、まちづくりセンタ

ー(西大路)、市民交流プラザ（野路）等についても受付

期間の前倒しをすべきである。 

A.答弁 利用実態、ニーズ等を踏まえ、適宜、施設毎に

見直しを行っている。現時点では考えていないが、 

今後、利用ニーズ等を精査していく。 

 
 

 
草津市議会議員 

発行者 草津市議会議員 遠藤 覚 

平成 30年 春 号 9 

 

「すみよさランキング 2017」に

おいて、草津市は、全国 14 位、

近畿 5 年連続 1 位となりまし

た。高い評価を頂けることは

素直にありがたいものです。 

しかし、草津市に暮らす誰も

が、真に住みよいと実感でき

なければなりません。そのた

めに、徹底的に市民目線に立

って活動してまいります。 

2 月議会において、平成 30

年度予算が決定いたしました。

大切な税が、適正かつ公平な

配分、執行される様しっかりと

チェックしてまいります。 

 

遠藤さとる 

ひとが 
やさしいまち   

後援会ニュース 

くさつ 

 

平成 30年 2月 定例市議会質疑・一般質問 （平成 30 年 3 月 9 日） 

 

Q.質問 1時間無料化する目的。平成 29年 4月から実

施してきた 1時間無料化の社会実験結果について。 

A.答弁 草津川跡地公園への来園促進が主たる目的。公

園はにぎわいの拠点として回遊性を周辺に波及させ

る。7～9月に行った来園者アンケートでは、免除に対

する評価は大変高い。29年 6月～30年 1月までの収

入実績 1,350万円(2,025 万円/年)、免除額 1,290万円

(1,935万円/年)。 

Q.質問 年 1,935万円の収入を無くす前に、公園の魅力

を向上させ利用者増を行うべき。また、無料化は、施

設を利用する者としない者の立場の違いを考慮した

『市民負担の公平性』を図るとした「行政システム改

革推進計画」に矛盾する。 

A.答弁 有料化により今の収入が確保できるとは考えな

い。免除後も魅力創出は継続して行う。免除化は、広

く全ての方に受益があることから、『市民負担の公平

性』との矛盾はない。 

 

❖市職員の在宅勤務制度導入について 

Q.質問 5月から市職員の在宅勤務（テレワーク）を導入

する目的及び内容について伺う。 

A.答弁 H29年 3月に「働き方改革実行計画」を策定。育

児や介護と仕事の両立を支援し、働きやすい職場環境

をつくる。対象は子育てや介護を行っている職員。市よ

り貸し出したパソコンを自宅から遠隔操作にて作業を

行う。実施には上司の承認が必要、 

成果物・報告書等により労務管理を行う。 

Q.質問 個人情報等漏洩の無いように 

セキュリティ対策が必要である。 

A.答弁 市のセキュリティポリシーの遵守を求める。特定

個人情報を取り扱わないなど一定の業務制限を行う。 

Q.質問 在宅勤務は療養中の職員、障害者の就労推進、

災害時等に大きな効果がある。サテライトオフィスの

設置など基盤整備を行い、拡充を図るべきである。 

A.答弁 基盤整備の拡充、障害者の就労推進等は在宅勤

務実施の中で検証を行う。 

 



❖平成 29年度 補正予算 

 中学校給食センター整備費 △2億 2千万円 他 

❖草津市立人権センター条例の一部改正   

人権センターの仮移転に係る住所の変更 

野村三丁目➡大路二丁目(旧休日急病診療所) 

※草津警察署移転(野村三丁目)計画に伴う仮移転。 

H31 年度末 (仮称)市民総合交流センターに際移転予定。 

 

〚市長施政方針から〛 

― 重 点 施 策 ― 

①防災・安全のまちづくりの推進 ②教育の充実  

③子育て支援の充実 ④高齢者福祉の充実  

⑤スポーツ健康づくりの推進 
 

― 発展のための施策 ― 

①「健幸都市」づくりの推進  

②「まちなか」を活かした魅力向上 ③コミュニティ活動の推進 

 

 

                               

                               

                               

 

 

 

草津市議会ホームページで 
本会議の様子を見る事が出来ます。 
http://www.kusatsu-shigikai.jp/ 

  草津市議会 

【事 務 所 】 
■〒525-0037 
 滋賀県草津市西大路町 10-10 A501 
■TEL/FAX  077-561-7282 
■E- ma i l  endosatoru932@gmail.com 
■U R E  http://endosatoru.net 

えんどうさとる 

プロフィール 

昭和 40 年 9 月 16 日生まれ 
野路保育園・老上幼稚園 
老上小学校～玉川小学校卒 
比叡山中学卒/比叡山高校卒 
大阪経済法科大学卒  
 

[職歴] 

医療法人芙蓉会 南草津病院 

社会福祉法人しあわせ会 

特別養護老人ホームやわらぎ苑施設長  

障害福祉サービス事業所むつみ園施設長 他 

平成 30年 2月 定例市議会決議主な内容 ・ 新年度予算     

他 

 

大路二丁目（西友跡地）に 

計画されていた（仮称） 

市民総合交流センターの 

整備事業優先交渉権者が 

二月に芙蓉総合リース㈱等 

に決定。3階建て民間独立 

棟は 1階にスーパーマーケット、2・3階と屋上には

駐車場。6階建て公民合築棟にまちづくりセンター、

人権センターや子育て広場などの市の施設と、社会福

祉協議会など外郭団体、商工会議所や医師会等の民間

団体が入居を予定。点在していた市の施設を JR草津

駅前に集積し、新たなにぎわいの拠点を創設しようと

するものです。また、民間の収益施設と合わせて整備

することで、建築費や管理費等を削減できるとしてい

ます。  
 

H30年 11月：着工予定  H31年度末：竣工予定 

 

 
平成 30 年度がスタートしました。今年は橋川市政

10 年目の節目の年でもあり、また、市民総合交流

センター、市立プール、野路公園等大規模な施設

整備に大きな進展があると考えられます。課題を

一つひとつ抽出し、奥の深い議論が出来るよう

に、しっかり勉強して挑んでまいります。 

市民の幸せな暮らしを実感していただけるよう、

議員活動に取り組んでまいります。引き続きご支

援ご協力よろしくお願い申し上げます。 
 

私は、『医療・福祉』の現場で 

スタッフの一人として働いてまいりました。 

その間、汗を流し、涙を拭った経験から 

今、草津の未来に向かって、 

必要なことが見えてきました。 

誰もが『このまちに住み続けたい』と言える 

草津市をつくりたいと考えています。 

 

 

市 政 ワ ン ポ イ ン ト 情 報 ! 

2 月 27日 2月議会開会日に

市長より市政方針が行われました。 

 

草津市景観計画において東海道草津宿本陣通りを『景観

形成重点地区』に位置付けるための、パブリックコメン

トが行われます。この地域はまちなかゾーン・歴史街道

軸に該当しており、今回重点地区に指定された場合、新

築時等には小規模な建築物でも届出が必要となります。

また、景観形成基準には、伝統的な建築形態を基調とし、

歴史的街並みとの調和を図ると 

しています。H30 年度予算では、 

本陣通りの景観保全を支援する 

ための交付金 400 万円を計上。 
 

4 月 2 日～5 月 1 日まで 

パブリックコメントの募集が 

行われます。詳細は市のホーム 

ページ等をご覧ください。 

 

 

指定区域 

 

 

 

   過去 3 番目の規模 昨年(過去最大)の 8.5%マイナス  
一般会計 507 億円、特別会計 334 億 7 千万円 合計

841 億 7 千万円。野村公園整備・市立プール整備費など

大型事業が進められる一方、民間保育所施設整備及び市

立認定こども園転換費、南草津駅前に出来る子育て支援

拠点の施設運営費など、スポーツ・健康増進、子育てに

重点を置いた予算となりました。歳入は、市民税、固定

資産税等市税収入は前年比 5.3%増の 233 億円。特に景

気の良さの影響により、法人市民税が 60％増。しかし、

近年の大型事業もあり基金を繰入れた結果、 

前年度比 21 億円減としています。 

《主な事業》 

野村公園整備費 29 億 7 千万円  

市立プール整備費 867 万円 民間保育所等施設整備費 9 億 7 千万円 

認定こども園整備費 5 億円 子育て支援施設運営費 3 千 6 百万円 

小・中学校校舎増築費(志津小・高穂中) 6 億 3 千万円  他 
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